
262

池
田
浩
士
（
い
け
だ
・
ひ
ろ
し
）

一
九
四
〇
年
大
津
生
ま
れ
。
ド
イ
ツ
文
学
・
現
代
文
明
論
。

京
都
精
華
大
学
客
員
教
授
。
一
九
六
八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年

ま
で
京
都
大
学
勤
務
。
著
書
に
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
文
学
』（
白

水
社
）、『
教
養
小
説
の
崩
壊
』『
大
衆
小
説
の
世
界
と
反
世

界
』（
以
上
、
現
代
書
館
）、『
死
刑
の
「
昭
和
」
史
』『「
海

外
進
出
文
学
」
論
・
序
説
』（
以
上
、
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）、

『
虚
構
の
ナ
チ
ズ
ム
』（
人
文
書
院
）、『
池
田
浩
士
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
』（
全
一
〇
巻
刊
行
中
、
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）
な

ど
。

小
野
俊
彦
（
お
の
・
と
し
ひ
こ
）

一
九
七
四
年
北
九
州
生
ま
れ
。
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会

文
化
学
府
単
位
取
得
退
学
。
大
学
院
末
期
に
は
朝
鮮
戦
争
期

の
北
九
州
に
お
け
る
港
湾
労
働
社
会
史
を
志
す
も
諸
事
情
に

よ
り
研
究
中
座
。
二
〇
〇
六
年
に
誰
で
も
一
人
で
も
不
安
定

で
も
入
れ
る
労
働
／
生
存
組
合
「
フ
リ
ー
タ
ー
ユ
ニ
オ
ン
福

岡
」
を
立
ち
上
げ
、
現
在
同
執
行
委
員
。
エ
ッ
セ
ー
に
「「
プ

レ
カ
リ
ア
ー
ト
」
に
工
作
を
」（
本
誌
第
二
号
）
な
ど
。

植
本
展
弘
（
う
え
も
と
・
の
ぶ
ひ
ろ
）

一
九
七
三
年
神
奈
川
生
ま
れ
。『
ア
ナ
キ
ズ
ム
』
誌
編
集
委

員
。
フ
リ
ー
タ
ー
全
般
労
働
組
合
員
。
反
戦
運
動
や
合
同
労

組
の
運
動
に
合
流
す
る
も
現
在
は
裏
方
で
若
干
協
力
す
る
て

い
ど
。
ひ
と
こ
ろ
民
衆
史
学
徒
を
志
し
た
も
の
の
賃
労
働
に

流
さ
れ
現
在
に
い
た
る
。noiz

名
義
で
の
論
文
に
「
無
縁
の

蜂
起　

規
制
を
突
破
す
る
一
味
同
心
」「「
ア
ナ
／
ボ
ル
」
再

論
序
説　

津
村
同
志
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
」
な
ど
。
同
名

義
で
の
近
刊
に
『
ア
ナ
・
ボ
ル
論
争
論
序
説
』（
北
冬
書
房
）。

崔
真
碩
（
ち
ぇ
・
じ
ん
そ
く
）

一
九
七
三
年
ソ
ウ
ル
生
ま
れ
。
神
奈
川
在
住
。
翻
訳
者
・
役

者
・
文
学
者
。
青
山
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
。「
野
戦
之
月

海
筆
子
」
の
役
者
。
編
訳
書
に
『
李
箱
作
品
集
成
』（
作
品

社
）、
主
な
出
演
作
に
野
戦
之
月
海
筆
子
『
変
幻
痂
殻
城
』

（
二
〇
〇
七
年
七
月
東
京
、
九
月
北
京
）、
主
な
エ
ッ
セ
ー
に

「
影
の
東
ア
ジ
ア
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
七
年
二
月
号
）、

「
野
戦
之
月
海
筆
子
に
な
る
」（
本
誌
第
二
号
）
な
ど
。

竹
薮
み
さ
え
（
た
け
や
ぶ
・
み
さ
え
）

一
九
五
四
年
生
ま
れ
。
主
婦
。
大
学
院
で
政
治
思
想
史
を
学

ぶ
。
公
立
学
校
教
員
の
夫
の
他
、
戦
争
花
嫁
で
大
陸
帰
り
の

母
八
七
歳
と
軽
度
発
達
障
害
の
大
変
個
性
的
な
子
ど
も
二
人

の
、
計
五
人
暮
ら
し
。
予
備
校
講
師
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
動
に
参
加
。
ネ
ッ
ト
上
で
二
〇
〇
二
年
か
ら
「
竹
薮

み
さ
え
の
ざ
。
問
題
主
婦
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
サ
イ
ト
を
継

続
中
。

外
山
恒
一
（
と
や
ま
・
こ
う
い
ち
）

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
八
〇
年
代
後
半
の
反
管
理
教
育
運
動

を
出
発
点
に
、
主
に
九
州
で
さ
ま
ざ
ま
の
活
動
を
展
開
。
マ

ル
ク
ス
主
義
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
経
て
〇
三
年
以
降
は
「
フ
ァ

シ
ス
ト
」
を
自
認
し
、
現
在
は
我
々
団
（
九
州
フ
ァ
シ
ス
ト

党
）
臨
時
総
統
。
〇
八
年
よ
り
、
左
右
を
問
わ
ず
少
な
く
と

も
戦
後
民
主
主
義
批
判
を
前
提
と
す
る
後
進
活
動
家
を
育
成

す
る
た
め
の
私
塾
「
黒
色
ク
ー
ト
ベ
」
を
主
宰
。
著
書
に

『
最
低
で
す
か
ー
っ
！
』（
不
知
火
書
房
）
な
ど
。

太
田
直
里
（
お
お
た
・
な
お
り
）

一
九
七
九
年
京
都
生
ま
れ
。
京
都
造
形
芸
術
大
学
で
染
織
を

学
び
な
が
ら
音
楽
活
動
を
す
る
中
で
、
社
会
運
動
に
興
味
を

も
つ
。
音
楽
で
芝
居
に
関
わ
り
、
以
降
、
自
ら
芝
居
を
創
る

こ
と
を
試
み
る
。『
あ
さ
や
け
や
け
て
』
作
・
出
演
（
西
部

講
堂
）、『
夢
が
さ
め
た
ら
』
井
上
譲
と
共
同
作
・
出
演
（
長

居
公
園
）、『
夜
光
客
』
作
・
出
演
（
ミ
ッ
ク
）。

朝
浩
之
（
あ
さ
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

一
九
五
一
年
高
岡
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
中

退
。
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
出
版
社
の
編
集
者
、
中
国
語

学
校
長
な
ど
を
経
て
、
現
在
フ
リ
ー
の
編
集
者
。
こ
れ
ま
で

漢
方
薬
メ
ー
カ
ー
の
P 

R
誌
・
ビ
デ
オ
制
作
、
百
科
事
典 

・

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
中
国
語
辞
典
な
ど
中
国
関
連
書
の
編
集
、

執　
筆　
者　
紹　
介
（
掲
載
順
）
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中
国
語
学
習
ソ
フ
ト
制
作
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
中
国
・
本
の

情
報
館
」、『
人
民
中
国
』
創
刊
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
運
営
に
関
わ
る
。

木
田
洋
（
き
だ
・
ひ
ろ
し
）

一
九
四
一
年
中
国
大
連
生
ま
れ
。
日
本
敗
戦
後
の
四
七
年
引

揚
げ
。
明
治
大
学
商
学
部
卒
。
商
社
に
入
社
、
日
中
国
交
回

復
前
か
ら
、
中
国
貿
易
に
従
事
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革

命
中
の
北
京
、
広
州
、
上
海
に
駐
在
。
七
八
年
「
中
国
健
康

社
」
を
設
立
、
中
国
医
学
書
の
翻
訳
や
鍼
灸
用
品
の
輸
入
に

あ
た
る
。

久
山
信
（
ひ
さ
や
ま
・
ま
こ
と
）

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
デ
ザ
イ
ン
論
。
札
幌
光
星
高
校
時
代

は
12
・
18
ブ
ン
ト
系
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
組
織
し
、
軍
事
反
対

派
と
暗
闘
。
上
京
後
は
ク
ス
ボ
リ
共
同
隊
、
愛
情
シ
ー
ツ
工

房
で
宣
伝
美
術
・
照
明
オ
ペ
・
作
・
演
出
・
受
付
な
ど
を
担

当
。
そ
の
後
、
通
信
社
記
者
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
な
ど
を
経
て
江
湖
に
隠
棲
。
共
著
書
何
冊
か
あ
る
も
い

ず
れ
も
絶
版
。
前
世
紀
に
書
い
た
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
の
一
部

は
今
で
も
ネ
ッ
ト
上
で
読
め
る
（
ら
し
い
）。

千
坂
恭
二
（
ち
さ
か
・
き
ょ
う
じ
）

一
九
五
〇
年
大
阪
生
ま
れ
。
思
想
史
。
本
誌
編
集
委
員
。
著

書
『
歴
史
か
ら
の
黙
示
』（
田
畑
書
店
）、
共
著
『
ド
イ
ツ
・

ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
を
読
む
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）、
論
文

に
「
総
破
壊
の
使
徒
バ
ク
ー
ニ
ン
」「
ニ
ー
チ
ェ
、
悲
劇
の

誕
生
と
ア
リ
ア
ド
ネ
」「
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
と
物
象
化
論
」

「
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
」「
エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ン

ガ
ー
の
体
験
」「
蓮
田
善
明
・
三
島
由
紀
夫
と
現
代
の
系
譜
」

「
一
九
六
八
年
の
戦
争
と
可
能
性
」（
本
誌
創
刊
号
）
な
ど
。

市
田
良
彦
（
い
ち
だ
・
よ
し
ひ
こ
）

一
九
五
七
年
兵
庫
生
ま
れ
。
社
会
思
想
史
。
神
戸
大
学
大

学
院
国
際
文
化
学
研
究
科
教
授
。
二
〇
〇
〇̶

 

〇
八
年
、

M
ultitudes

誌
（
仏
）
編
集
委
員
。
著
書
に
『
闘
争
の
思
考
』

（
平
凡
社
）、『
ラ
ン
シ
エ
ー
ル　

新
〈
音
楽
の
哲
学
〉』（
白

水
社
）。
訳
書
に
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
リ
リ
オ
『
速
度
と
政
治

地
政
学
か
ら
時
政
学
へ
』（
平
凡
社
）、
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
『
哲
学
・
政
治
著
作
集
』
全
二
巻
（
共
訳
、
藤
原

書
店
）、
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー
ト
＆
ト
ニ
・
ネ
グ
リ
『
マ
ル
チ

チ
ュ
ー
ド
』（
監
修
、
N 

H 

K
出
版
）
な
ど
。

長
原
豊
（
な
が
は
ら
・
ゆ
た
か
）

一
九
五
二
年
富
山
生
ま
れ
。
法
政
大
学
経
済
学
部
教
員
。
著

書
に
『
天
皇
制
国
家
と
農
民　

合
意
形
成
の
組
織
論
』（
日

本
経
済
評
論
社
）、『
わ
れ
ら
瑕
疵
あ
る
者
た
ち　

反
「
資
本
」

論
の
た
め
に
』（
青
土
社
）。
訳
書
に
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ

ク
『
迫
り
来
る
革
命　

レ
ー
ニ
ン
を
繰
り
返
す
』（
岩
波
書

店
）、
同
『
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
／
毛
沢
東　

革
命
と
テ
ロ
ル
』

（
共
訳
、
河
出
文
庫
）、
ア
ラ
ン
・
バ
デ
ィ
ウ
『
倫
理　
〈
悪
〉

の
意
識
に
つ
い
て
の
試
論
』（
共
訳
）、
同
『
聖
パ
ウ
ロ　

普

遍
主
義
の
基
礎
』（
共
訳
、
以
上
、
河
出
書
房
新
社
）、
同
『
世

紀
』（
共
訳
、
藤
原
書
店
）
な
ど
。

佐
々
木
中
（
さ
さ
き
・
あ
た
る
）

一
九
七
三
年
青
森
生
ま
れ
。
哲
学
、
現
代
思
想
、
理
論
宗
教

学
。
立
教
大
学
他
非
常
勤
講
師
。
著
書
に
『
夜
戦
と
永
遠

フ
ー
コ
ー
・
ラ
カ
ン
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
』（
以
文
社
）。
論
文

に
「
こ
の
執
拗
な
犬
ど
も
」（『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
九
年
六

月
号
）
な
ど
。

絓
秀
実
（
す
が
・
ひ
で
み
）

一
九
四
九
年
新
潟
生
ま
れ
。
文
芸
評
論
家
。
本
誌
編
集
委

員
。『
日
本
読
書
新
聞
』
編
集
長
、
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

専
門
学
校
講
師
な
ど
を
経
て
、
近
畿
大
学
国
際
人
文
科
学
研

究
所
教
員
。
著
書
に
『「
帝
国
」
の
文
学　

戦
争
と
「
大
逆
」

の
間
』（
以
文
社
）、『
革
命
的
な
、
あ
ま
り
に
革
命
的
な

「
1 

9 

6 

8
年
の
革
命
」
史
論
』『
吉
本
隆
明
の
時
代
』（
以
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上
、
作
品
社
）、『
1 

9 

6 

8
年
』（
ち
く
ま
新
書
）、『
増
補

新
版　

詩
的
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
舞
台
』（
論
創
社
）、
共
編
著
に

『
ネ
オ
リ
ベ
化
す
る
公
共
圏　

潰
滅
す
る
大
学
・
市
民
社
会

か
ら
の
自
律
』（
明
石
書
店
）
な
ど
。

ジ
ャ
ン=

リ
ュ
ッ
ク
・
ナ
ン
シ
ー
（Jean-Luc N

ancy

）

一
九
四
〇
年
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー
生
ま
れ
。
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
大
学
名
誉
教
授
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
以
後
の
世
代

を
代
表
す
る
哲
学
者
と
し
て
注
目
さ
れ
、
邦
訳
は
『
無
為
の

共
同
体　

哲
学
を
問
い
直
す
分
有
の
思
考
』（
以
文
社
）
を

始
め
、『
エ
ゴ
・
ス
ム　

主
体
と
変
装
』（
朝
日
出
版
社
）、『
声

の
分パ
ル
タ
ー
ジ
ュ割
』（
松
籟
社
）、『
自
由
の
経
験
』（
未
来
社
）、『
複

数
に
し
て
単
数
の
存
在
』（
松
籟
社
）
等
々
三
〇
点
以
上
に

も
及
ぶ
。

山
本
光
久
（
や
ま
も
と
・
み
つ
ひ
さ
）

一
九
五
〇
年
横
須
賀
生
ま
れ
。『
日
本
読
書
新
聞
』『
現
代
詩

手
帖
』『
図
書
新
聞
』
等
の
編
集
長
を
経
て
、
就
実
大
学
人

文
科
学
部
表
現
文
化
学
科
教
授
。
訳
書
に
ロ
ジ
ェ
・
ラ
ポ
ル

ト
『
プ
ル
ー
ス
ト
／
バ
タ
イ
ユ
／
ブ
ラ
ン
シ
ョ　

十
字
路
の

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
』（
水
声
社
）、
同
『
探
究　

指
向
の
臨
界

点
へ
』（
新
宿
書
房
）、
ピ
エ
ー
ル
=
ジ
ョ
ゼ
フ
・
プ
ル
ー
ド

ン
『
革
命
家
の
告
白　

二
月
革
命
史
の
た
め
に
』（
作
品
社
）、

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ェ
レ
『
地
図
で
読
む
現
代
戦
争
事
典
』（
河

出
書
房
新
社
）
な
ど
。

家
辺
勝
文
（
や
べ
・
ま
さ
ふ
み
）

一
九
五
〇
年
東
京
生
ま
れ
。
言
語
学
。
日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス

事
務
所
（
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
・
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
在

外
共
同
研
究
所
）
事
務
局
長
。
仏
文
日
本
歴
史
辞
典
（
日
仏

会
館
）
の
編
集
・
制
作
に
携
わ
る
。
日
本
工
業
規
格
「
日
本

語
文
書
の
組
版
指
定
交
換
形
式
」（JIS X

 4052:2000

）
お

よ
び
「
日
本
語
文
書
の
組
版
方
法
」（JIS X

 4051:2004

）

の
原
案
委
員
会
委
員
。
著
書
に
『
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
の
技

法
』（
ひ
つ
じ
書
房
）
の
ほ
か
、『
活
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
』

（
法
政
大
学
出
版
局
）
が
近
刊
予
定
。

ふ
と
ら 

の
ぶ
ゆ
き
（
太
等
信
行
）

一
九
四
八
年
岐
阜
生
ま
れ
。
D 

T 

P
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
。
モ
リ

サ
ワ
写
植
ス
ク
ー
ル
修
了
後
、
け
や
き
印
刷
に
入
社
。『
救

援
』『
労
働
情
報
』『
解
放
新
聞
（
都
連
版
）』
な
ど
の
組
版
・

制
作
に
携
わ
る
。
エ
ッ
セ
ー
に
「
な
ん
と
正
し
い
こ
と
を
し

た
の
だ
ろ
う
！
」（
本
誌
創
刊
号
）
な
ど
。
一
九
九
〇
年
に

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
り
、
字
幕
書
体
の
フ
ォ
ン
ト
化
を
目
指

す
う
ち
に
関
係
者
と
の
交
流
が
始
ま
り
、『
字
幕
文
化　

光

の
文
字
の
来
歴
』
を
執
筆
中
。

土
屋
昌
明
（
つ
ち
や
・
ま
さ
あ
き
）

一
九
六
〇
年
神
奈
川
生
ま
れ
。
富
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
短
大
ほ

か
に
勤
め
、
現
在
、
専
修
大
学
経
済
学
部
教
授
（
中
国
語
・

国
際
事
情
な
ど
担
当
）。
著
書
に
『
神
仙
幻
想　

道
教
的
生

活
』（
春
秋
社
）。
編
著
に
『
東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
儒
教

の
変
容
』（
専
修
大
学
出
版
局
）、『
目
撃
！
文
化
大
革
命

映
画
『
夜
明
け
の
国
』
を
読
み
解
く
』（
太
田
出
版
）。
翻
訳

に
葛
兆
光
「『
海
潮
音
』
の
十
年
」（『
思
想
』
二
〇
〇
二
年

一
一
・
一
二
月
号
）
な
ど
。

府
川
充
男
（
ふ
か
わ
・
み
つ
お
）

一
九
五
一
年
横
浜
生
ま
れ
。
印
刷
史
研
究
者
・
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ァ
ー
。『
印
刷
史
研
究
』
編
輯
委
員
。
著
書
に
『
組
版
原

論　

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
活
字
・
写
植
・
D 

 T 

 P
』（
太
田

出
版
）、『
聚
珍
録
』（
三
省
堂
）、『
本
と
活
字
の
歴
史
事
典
』

（
共
著
、
柏
書
房
）、『
組
版
／
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
イ
の
廻
廊
』

『
ザ
・
一
九
六
八
』（
以
上
、
白
順
社
）
な
ど
。

第
二
号
正
誤
表

以
下
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
し
ま
す
。　
　
（
編
集
部
）

　�
 ╳
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世
田
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リ
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 世
田
谷
時
代

1946 −1954
の
岡
本
太
郎
』
第

1
巻
所

収
）
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